
取
組
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
討
議
結
果
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
市
政
運
営
に
対
す
る
市
民
意
見
と

し
て
、
事
業
立
案
に
反
映
さ
せ
、
市
政

へ
の
市
民
参
画
を
推
進
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

報
告
書
を
受
け
取
っ
た
市
長
は
「
討

議
会
に
幅
広
い
年
代
の
方
が
参
加
し
て

く
だ
さ
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

今
後
も
市
民
主
体
に
よ
る
積
極
的
な
活

動
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
青
年
会
議
所

の
皆
さ
ん
に
は
引
き
続
き
地
域
の
活
性

化
に
向
け
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

報
告
書
は
、
市
Ｈ
Ｐ
、
図
書
館
ま
た

は
市
役
所
、
各
総
合
支
所
の
行
政
資
料

ス
ペ
ー
ス
で
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

問
…
企
画
課　

２
１
５
４

定
住
自
立
圏
の
中
心
市
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

今
回
の
宣
言
に
先
立
ち
、
11
月
16
日
に

開
催
さ
れ
た
２
市
４
町
の
市
町
長
会
議
に

お
い
て
、
人
口
減
少
と
急
速
な
少
子
高
齢

化
の
問
題
、
圏
域
住
民
の
結
び
つ
き
が
あ

る
こ
と
を
共
通
認
識
し
、
各
自
治
体
の
持

つ
魅
力
を
生
か
し
、
協
力
し
合
う
こ
と
を

確
認
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
当
市
と
関
係
市
町
が
そ
れ
ぞ

れ
の
議
会
の
議
決
を
経
た
の
ち
、
構
想
実

現
に
必
要
な
協
定
を
締
結
し
ま
す
。
協
定

締
結
後
は
、
取
組
内
容
に
応
じ
た
関
係
者

に
よ
る
懇
談
会
を
開
催
し
、
圏
域
の
将
来

像
や
推
進
す
る
具
体
的
取
組
に
つ
い
て
の

意
見
を
集
約
し
た
「
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

平
成
28
年
度
中
に
策
定
し
て
、
圏
域
住
民

が
安
全
安
心
に
生
活
で
き
る
よ
う
取
組
を

進
め
ま
す
。

問
…
企
画
課　

内
線
２
１
５
２

　

12
月
1
日
、
五
所
川
原
青
年
会
議
所

の
皆
さ
ん
が
市
長
を
訪
問
し
、
今
年
度

の
五
所
川
原
市
民
討
議
会
の
報
告
書
を

手
渡
し
ま
し
た
。

　

市
民
討
議
会
は
、
市
民
参
加
の
ま
ち

づ
く
り
を
促
進
す
る
た
め
に
青
年
会
議

所
と
市
の
協
働
に
よ
り
開
催
し
て
い
る

も
の
で
、
４
年
目
と
な
る
今
年
は
、
７

月
11
日
、
市
民
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
で

35
名
の
市
民
の
参
加
を
得
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

報
告
書
は
「
と
も
に
語
ろ
う
、
ふ
る

さ
と
の
未
来
を
～
五
所
川
原
市
総
合
計

画
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
考
え
る
～
」

を
テ
ー
マ
に
、
幅
広
い
世
代
の
市
民
が

急
速
に
進
行
す
る
人
口
減
少
問
題
に
つ

い
て
意
見
を
出
し
合
い
、
人
口
減
少
時

代
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
や

　

12
月
３
日
に
開
会
し
た
平
成
27
年
第
５

回
定
例
市
議
会
で
、
平
山
市
長
は
、
当
市

と
つ
が
る
市
、
鰺
ケ
沢
町
、
深
浦
町
、
鶴

田
町
、
中
泊
町
の
五
所
川
原
圏
域
２
市
４

町
に
よ
る
定
住
自
立
圏
構
想
の
実
現
に
向

け
、
中
心
市
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　

２
市
４
町
は
、
す
で
に
広
域
連
合
や
一

部
事
務
組
合
に
よ
り
、
医
療
、
消
防
な
ど

の
様
々
な
分
野
で
連
携
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
通
勤
や
通
学
、
通
院
、
買
物
な
ど
圏

域
住
民
の
日
常
生
活
の
面
で
も
、
強
く
結

び
つ
い
て
い
ま
す
。

　

宣
言
の
中
で
平
山
市
長
は
「
こ
れ
ま
で

に
も
増
し
て
連
携
と
協
力
を
尊
重
し
、
圏

域
全
体
の
魅
力
を
高
め
、
定
住
人
口
、
交

流
人
口
の
維
持
・
拡
大
に
向
け
た
取
組
が

重
要
で
あ
る
と
し
、
人
口
減
少
時
代
に
向

き
合
い
な
が
ら
、
圏
域
全
体
の
住
民
が
安

全
安
心
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

定住自立圏構想実現に向け

市長へ市民討議会報告書を提出

中 心 市 宣 言

市民参加のまちづくりへ

定例市議会で圏域の中心市として
取り組むことを宣言する平山市長

市長へ報告書を提出した青年会議所の皆さん

「五所川原市プレミアム商品券」
使用期限にご注意ください�
　平成27年７月１日㈬から販売した「五所
川原市プレミアム商品券」の使用期限は、

平成28年１月11日㈪です。
　使用期限の過ぎた商品券の使用および払
い戻しは一切出来ませんので、お手持ちの
商品券を確認し、必ず期限までにお使いく
ださい。
問…商工労政課　内線2552

4五所川原市役所　☎35－2111


